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桑
原
博
士
の
支
那
蒙
古
旅
行

　
　
　

１
１
「
考
史
遊
記
」
の
刊
行
に
際
し
て
Ｉ
Ｉ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

森

　
　

桑
原
先
生
が
官
命
を
帯
び
て
清
國
に
留
學
せ
ら
れ
た
の
は
、

　

東
京
高
等
師
範
學
校
数
授
か
ら
京
移
に
新
設
さ
れ
た
文
科
大
學

’
の
教
授
に
遷
ら
れ
る
過
渡
時
代
の
こ
と
で
あ
る
。
明
治
三
十
九

　

年
に
留
學
の
命
を
受
け
翌
四
十
年
（
時
に
先
生
齢
三
十
八
歳
）

　

四
月
醗
途
、
四
十
二
年
期
満
ち
て
諮
朝
。
こ
の
二
個
年
の
留
學

　

中
、
数
次
の
長
途
族
行
を
試
み
ら
れ
た
。

　

’
第
一
回
は
洛
陽
長
安
方
面
り
旅
行
で
、
明
治
四
十
年
の
九
月

　

三
日
に
北
京
出
疲
、
京
漢
餓
路
を
南
下
し
て
・
新
郷
で
道
清
眼
路

　

’
に
乗
換
へ
清
化
錨
で
汽
車
を
棄
て
孟
津
を
波
っ
て
洛
陽
に
向
０
　
、
。

　

更
に
西
の
方
函
谷
渾
開
を
経
て
長
安
着
。
一
十
数
日
滞
在
し
て
長

　

安
並
び
に
咸
陽
、
醍
泉
、
乾
州
等
を
も
探
尋
し
て
茄
窟
に
就
き

　

洛
腸
よ
り
鄭
州
に
出
で
京
漢
蹴
路
を
北
上
し
て
十
月
二
十
八
日

　

北
京
に
錨
着
。
所
要
日
数
五
十
六
日
。
汽
車
硬
乗
の
も
の
を
除

　

い
て
も
親
し
く
目
貌
て
足
踏
む
地
は
三
千
支
里
に
垂
ん
と
し
て

鹿

⌒-べ
一

一

ゐ
る
。
こ
り
旅
行
に
は
宇
野
哲
人
博
士
が
同
行
さ
れ
た
１
０
宇
野

博
士
は
鄭
州
か
ら
漢
口
に
向
は
れ
た
。

　

第
二
回
は
山
東
河
南
方
面
の
旅
行
で
、
明
治
四
十
一
年
四
月

二
十
二
日
に
北
京
襲
、
保
定
で
汽
車
を
棄
て
何
間
、
景
州
、
徳

州
、
平
原
を
経
て
臍
南
着
。
泰
山
に
登
り
曲
県
、
鄭
瓢
、
喜
詳
、

金
郷
を
過
ぎ
開
封
に
至
る
。
此
處
か
ら
汁
洛
、
京
漢
餓
路
を
利

用
し
、
途
次
彰
徳
、
正
定
、
保
定
に
下
車
、
六
月
四
日
北
京
に

飾
着
。
前
後
四
十
四
日
、
三
千
五
百
支
里
の
行
路
で
あ
る
。
‘

　

第
三
回
は
浦
蒙
支
國
境
地
帯
０
族
行
で
、
第
二
回
の
族
行
を

終
へ
て
一
月
程
し
た
七
月
十
六
日
に
出
腿
、
古
北
口
を
過
ぎ
て

熱
河
に
至
り
、
平
泉
、
大
名
城
、
赤
峯
、
烏
丹
城
を
絵
て
シ
ラ

ム
レ
ン
を
渡
り
林
東
着
。
賃
を
旋
し
て
西
に
向
０
　
林
西
、
経
棚

を
絵
て
庶
昌
城
址
に
至
九
そ
札
よ
り
南
下
し
て
多
倫
諾
爾
に

向
ぴ
、
張
家
ロ
い
宣
化
、
懐
来
、
居
庸
開
膏
過
ぎ
て
八
月
二
十
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八
日
北
京
に
鋒
着
。
こ
の
一
月
牛
の
行
程
は
矢
野
仁
一
博
士
が

　
　

行
を
同
じ
く
さ
れ
た
。

　
　

｀
Å

　
　
　

第
四
回
は
そ
の
翌
年
春
の
江
南
族
行
で
あ
る
。
先
生
が
留
學

　
　

を
旅
へ
’
て
北
京
を
去
ら
れ
た
０
ぽ
明
治
四
十
二
年
二
、
三
月
Ｏ

　
　

交
で
あ
ら
う
と
思
ふ
が
い
そ
０
途
次
上
海
に
立
寄
が
、
杭
州
、

　
　

紹
興
、
鎮
江
、
南
京
な
ど
の
地
方
を
巡
歴
さ
れ
た
。
後
に
述
ぺ

　
　

る
先
生
の
「
大
師
の
入
唐
」
・
に
よ
る
と
杭
州
、
紹
興
方
面
は
長

　
　

尾
雨
山
、
藤
田
剣
峯
雨
先
生
が
同
行
さ
れ
た
ヽ
や
う
で
あ
る
。

　
　
　

以
上
は
桑
原
先
生
が
清
國
留
學
中
の
旅
行
路
程
の
大
要
で
あ

　
　

る
。
’
是
に
由
っ
て
観
れ
ば
支
那
史
上
の
主
要
な
遺
跡
は
殆
ど
見

　
　

轟
さ
れ
た
譚
で
あ
り
、
支
那
歴
代
王
朝
０
首
都
は
ほ
ｒ
遍
く
巡
１

　
　

遊
さ
れ
ｔ
ゐ
る
Ｉ
レ
か
も
そ
れ
は
輩
な
る
硯
察
や
漫
遊
で
は
な

　
　

く
、
先
生
の
。
淵
博
な
東
洋
史
に
開
す
る
學
殖
を
賓
際
に
就
い
て

　
　

質
さ
れ
た
研
究
族
行
で
あ
っ
た
。
先
生
に
は
有
名
な
東
洋
史
教

　
　

科
書
の
作
が
あ
り
そ
’
の
狽
創
的
な
眼
裁
と
整
備
せ
る
内
容
は
學

　
　

界
に
著
柳
せ
ら
れ
て
ゐ
る
が
、
旅
行
に
際
し
て
も
常
に
東
洋
史

　
　

全
般
に
亘
る
廣
い
辰
野
か
ら
事
物
を
観
察
さ
れ
て
’
ゐ
る
。
’
鈴
談

　
　

た
か
ら
先
生
の
中
等
東
洋
史
二
巻
は
明
治
三
十
一
年
、
大
學
を

　
　

卒
業
さ
れ
た
翌
々
年
、
齢
僅
か
に
二
十
九
歳
の
時
の
著
作
で
あ

沢
ヽ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

’

　
　
　
　
　
　
　
　
　

。

２
’

　
　

る
。
支
那
で
は
早
く
必
そ
の
。
翌
年
の
光
緒
二
十
五
年
に
東
洋
史

　

要
と
題
し
て
そ
０
捌
譚
が
印
行
さ
れ
て
ゐ
る
。
焚
炳
清
な
る
人

前
譚
し
、
羅
振
玉
が
題
簑
を
署
し
、
／
王
図
維
が
序
を
１
　
き
、
‘
東

　

文
學
祗
で
刊
行
し
た
も
の
で
あ
る
。
束
文
孝
赴
と
は
そ
。
の
名
柵

　

か
ら
も
知
り
得
る
如
く
、
。
本
邦
の
文
物
を
支
那
に
移
植
す
る
こ

　

と
を
主
眼
と
し
た
學
射
で
、
１
　
氏
が
主
宰
し
前
述
の
藤
田
剣
峯

　

博
士
な
ど
も
大
い
に
援
助
せ
ら
れ
た
の
で
み
る
。
王
氏
の
序
文

　

に
も
「
吾
師
藤
田
學
士
此
書
の
大
旨
を
論
纏
し
國
維
に
命
じ
て

　

そ
。
０
　
端
に
書
せ
し
む
云
々
」
と
あ
？
て
、
東
洋
史
要
の
翻
譚
も

　

藤
田
博
士
の
慾
憑
祀
侯
っ
も
の
が
多
い
で
あ
ら
う
。
翻
譚
は
こ

　

０
一
１
　
に
止
ま
ら
す
、
十
年
程
遅
れ
て
商
務
印
書
館
よ
り
出
版

　

｀
さ
れ
た
金
篤
な
る
人
の
謬
し
た
も
の
な
ど
は
相
営
に
版
を
重
ね

　

た
ら
し
い
。
営
時
こ
０
登
行
所
商
務
印
書
館
の
編
謬
部
面
を
主

　

宰
ざ
れ
て
ゐ
た
の
は
、
前
述
０
長
尾
雨
山
先
生
で
あ
る
。
彼
此

　

思
合
は
せ
る
と
明
治
後
期
に
於
け
る
日
支
文
化
交
渉
の
活
溌
な

　

舷
態
が
想
見
さ
れ
る
の
で
あ
る
。
と
も
か
く
桑
原
先
生
の
東
洋

　

史
は
「
支
那
ｏ
學
者
の
範
を
此
に
取
り
て
即
行
彷
撰
す
る
こ
と

二
時
ｏ
盛
を
極
め
、
苛
く
も
史
學
を
談
す
る
者
東
漉
に
桑
原
氏

　

あ
る
を
知
ら
ざ
る
な
き
」
有
様
で
あ
っ
た
。
中
等
東
洋
史
が
公

　

刊
さ
れ
て
以
来
、
先
生
は
そ
の
改
訂
修
補
に
力
め
ら
れ
て
ゐ
る

　

が
、
こ
心
留
學
冲
殊
漱
量
那
各
地
の
旅
行
に
・
於
ｔ
獲
ら
考
た
新

　
　
　
　
　
　

Ｉ

　
　

ト
フ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

ｔ
Ｌ
ｒ

　
　
　

ｒ
♂

　
　

Ｘ
一
！
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知
見
に
よ
っ
て
補
訂
せ
ら
れ
た
所
か
亦
少
く
な
い
で
あ
ら
う
。
‐

　

特
に
史
蹟
の
圖
版
０
如
き
は
こ
の
旅
行
中
親
し
く
撮
影
さ
れ
た

、
寫
具
に
よ
っ
て
全
く
面
目
が
一
新
さ
れ
て
ゐ
る
。

　
　

さ
て
上
述
の
四
回
の
族
行
中
、
最
後
の
江
南
族
行
を
除
い
た

　

他
０
三
回
の
旅
行
に
開
し
て
は
文
部
省
に
呈
出
さ
れ
た
報
告
書

　

が
あ
る
。
先
生
の
執
筆
さ
れ
た
報
著
書
そ
の
も
０
が
文
部
省
に

　

現
存
す
る
や
否
や
は
知
ら
な
い
。
し
か
し
文
部
省
よ
り
の
交
附

　

を
受
け
て
歴
史
地
理
誌
上
に
掲
載
せ
ら
れ
た
も
の
が
あ
る
。
第

　

一
回
の
旅
行
か
ら
８
　
ら
れ
た
０
は
明
治
四
十
年
十
月
二
十
八
日

　

で
あ
る
が
、
借
覧
£
許
さ
れ
た
先
生
の
日
記
に
抹
る
と
早
く
も

　

十
一
月
九
日
に
は
「
報
告
書
ノ
調
製
二
従
フ
」
と
あ
･
o
｡
、
翌
四

　

十
一
年
一
月
六
日
の
條
に
は
「
報
告
文
起
草
ノ
都
合
こ
テ
今
日

　

ヨ
リ
三
日
間
語
學
休
講
」
二
月
三
日
に
は
「
文
部
省
二
報
告
書

　

郵
送
」
と
見
え
る
。
こ
の
報
告
書
が
卸
ち
同
年
三
月
登
行
の
歴

　

史
地
理
に
掲
載
さ
れ
た
雍
像
二
州
旅
行
日
記
で
あ
る
。
三
埋
二

　

十
七
日
月
誌
を
受
取
ら
れ
た
先
生
の
日
記
に
は
「
歴
史
地
理
到

よ

　

と
あ
る
。
こ
の
旅
行
日
記
は
以
後
六
回
に
亘
っ
て
連
載
さ
れ
た
。
、

　

第
二
・
三
回
の
報
告
書
の
調
製
晋
送
に
つ
い
て
は
日
誌
に
記
さ

　

れ
て
ゐ
な
い
が
、
夫
々
山
東
河
南
地
方
遊
歴
報
告
書
、
東
蒙
古

磁
行
報
告
書
と
題
し
て
明
治
四
十
三
・
四
年
登
行
り
歴
史
地
理

誌
に
連
載
さ
れ
た
。
先
生
も
閉
口
な
り
。
と
記
さ
れ
て
ゐ
る
や
う

に
、
も
と
必
ず
し
も
公
表
茫
像
期
さ
れ
て
ゐ
な
か
っ
た
の
で
あ

ら
う
。
し
か
し
後
世
に
傅
ふ
べ
き
こ
ｏ
貴
重
な
資
料
を
直
ち
に

掲
載
し
た
歴
史
地
理
の
編
者
ｏ
機
宜
を
得
た
處
置
は
賞
讃
に
値

す
る
で
あ
ら
う
。

　

先
生
は
旅
行
に
先
立
っ
て
萬
全
め
用
意
£
さ
れ
た
や
う
で
あ

る
。
第
一
回
の
旅
行
に
對
し
て
も
六
月
十
一
日
に
「
旅
行
里
程

ヲ
取
調
べ
」
八
月
十
九
日
。
二
十
日
の
頃
に
は
『
西
安
府
志
ノ

抄
寫
』
一
テ
非
常
二
改
悟
セ
リ
」
と
あ
り
二
十
二
日
に
「
服
部
氏

ヨ
リ
映
西
通
志
ヲ
逍
来
ル
」
と
あ
る
。
営
時
京
師
大
學
堂
總
教

習
で
あ
っ
た
服
部
宇
之
吉
先
生
を
介
し
て
大
學
堂
所
蔵
０
瞎
四

通
志
を
借
用
さ
れ
た
の
で
も
ゐ
ら
う
。
日
記
に
散
見
す
る
所
を

拾
っ
て
も
並
々
な
ら
ぬ
準
備
の
程
が
想
見
さ
れ
る
。
そ
れ
故
に

こ
そ
錨
来
僅
か
の
間
に
か
ｘ
る
立
派
な
報
告
書
も
調
製
さ
れ
え

た
譚
で
あ
る
。
第
二
回
の
旅
行
に
先
立
っ
て
三
月
十
三
日
に

　

「
服
部
氏
ヨ
ジ
山
東
通
志
ヲ
逡
来
」
と
見
え
る
。
第
三
回
の
旅

行
の
如
ぐ
勿
卒
０
事
で
亘
あ
っ
た
が
、
そ
れ
で
も
承
徳
府
志
、

ロ
北
三
廳
志
、
キ
ャ
ム
ペ
ル
、
キ
ド
ス
ト
ン
の
蒙
古
旅
行
記
を

急
老
抄
寫
さ
れ
た
趣
を
矢
野
先
生
か
ら
拝
聴
し
た
。
。
か
く
の
如
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ぐ
十
分
な
饌
備
知
識
を
用
意
し
だ
上
で
責
際
に
史
蹟
遺
物
を
對

　

質
さ
れ
た
の
で
あ
る
か
ら
、
ま
さ
に
鬼
に
金
棒
と
い
ふ
ぺ
き
で

　

あ
ら
う
・
し
か
も
支
那
の
文
献
殊
に
地
志
に
あ
び
が
ち
の
附
會

　

や
誤
謬
に
對
し
て
は
常
に
警
戒
さ
れ
て
ゐ
る
。
ま
た
一
方
根
本

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

寿
ｒ
ｌ

　
　
　
　
　
　
　
　
　

｀

　

資
料
と
た
る
べ
き
碑
価
０
類
に
は
特
別
に
留
心
さ
れ
た
や
う
で

　

あ
り
、
殊
に
周
逡
民
族
に
開
係
あ
る
も
の
は
尤
も
周
到
に
注
意

　

を
彿
は
れ
て
ゐ
る
。
そ
の
熱
眠
は
凝
っ
て
、
開
封
の
文
廟
に
於

　

け
る
金
の
國
書
印
ち
女
箕
文
字
を
以
て
記
す
進
士
。
題
名
碑
の
匯

　

見
と
も
な
っ
た
の
で
あ
る
。
旅
行
記
に
は
「
予
の
開
封
を
過
ぐ

　

る
は
一
に
國
書
碑
の
探
訪
を
以
て
目
的
と
な
す
」
と
記
さ
れ
て

　

ゐ
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

’

　
　

こ
の
宴
毫
國
書
碑
の
我
見
を
始
め
、
長
安
旅
行
中
に
於
け
る

　

大
秦
１
　
教
流
行
中
國
碑
と
の
奇
し
き
因
縁
、
山
東
重
巌
寺
に
於

三
け
る
日
本
入
元
檜
那
元
０
撰
す
る
息
庵
暉
師
道
行
時
刄
」
探
査
、

。
東
蒙
古
旅
行
・
中
に
於
け
る
遼
の
上
京
臨
浚
府
の
位
置
比
定
乃
至

　

は
大
名
、
崖
昌
、
上
都
諸
城
趾
の
調
査
等
、
東
洋
史
學
上
幾
多

９

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

一

　
　
　
　
　
　
　
　
　

。
、

　

ゞ
Ｊ

　

の
新
知
見
が
包
蔵
さ
れ
て
ゐ
て
ぃ
三
十
五
年
を
距
て
た
今
日
に

　

在
っ
て
も
そ
Ｌ
の
價
値
は
些
か
’
も
減
じ
な
い
の
で
あ
Ｉ
る
。
。
し
か
し

Ｉ
’
こ
０
旅
行
記
を
掲
載
せ
る
歴
史
地
理
誌
は
現
在
入
手
し
難
く
、

　

ま
た
十
数
徊
に
亘
っ
て
建
載
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
か
ら
蒼
見
に

も
不
便
で
あ
か
、
之
を
一
括
し
て
複
刻
す
る
こ
と
は
皆
人
の
’
翼

望
す
る
所
で
あ
っ
た
。
・
先
生
０
莞
後
、
そ
の
遺
稿
を
類
聚
纂
録

す
る
際
に
も
こ
の
族
行
記
を
‘
一
篇
と
し
て
は
と
の
詰
は
あ
っ
た
。

し
か
し
そ
の
時
は
東
西
交
通
史
、
東
洋
文
明
史
、
支
那
法
制
史

の
三
論
叢
が
出
版
さ
れ
た
に
と
ご

故
か
公
刊
を
見
る
に
至
ら
な
か
っ
た
ｏ
で
あ
る
。
」
昨
年
ｏ
初

夏
た
ま
／
ｙ
？
嗣
武
夫
さ
ん
か
ら
こ
の
政
行
記
ｏ
編
輯
に
っ
い

て
わ
れ
ら
敷
名
の
者
が
委
嘱
を
受
け
た
の
で
あ
。
る
。
そ
の
後
遂

に
私
が
責
任
者
と
し
て
専
ら
そ
の
事
に
営
る
と
と
ｘ
な
っ
た
。

　
　

―

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

一

こ
０
光
柴
に
庶
へ
る
た
め
私
な
り
の
費
心
社
し
た
。
ま
づ
族
。
行

　
　

７

記
の
本
文
で
あ
る
が
、
先
生
０
原
稿
は
勿
論
な
く
、
校
訂
本
も

　
　

一

な
い
の
で
、
歴
史
地
理
所
載
０
．
も
の
を
底
本
と
し
た
。
前
に
も

述
べ
た
や
う
な
事
情
で
、
、
恐
ら
く
先
生
の
校
正
を
経
て
ゐ
な
い

の
で
あ
ら
う
、
少
か
ら
す
誤
脆
が
見
受
け
ら
れ
る
の
で
あ
る
。

そ
れ
で
な
る
べ
く
誤
の
な
い
も
の
に
し
た
い
と
力
め
た
。
次
に

は
こ
０
旅
行
に
際
し
て
先
生
の
親
し
く
撮
影
さ
れ
た
三
百
葉
に

上
る
寫
具
で
あ
ゐ
。
も
と
／
～
歴
史
地
理
に
掲
載
し
た
旅
行
記

Ｉ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

Ｓ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

『
ｊ

に
は
一
枚
０
寫
員
も
添
付
さ
れ
て
ゐ
な
か
っ
た
の
で
は
あ
る
が
、

折
角
残
っ
て
ゐ
る
こ
と
で
も
あ
る
か
ら
こ
０
度
の
機
會
に
で
き

る
だ
け
豊
富
・
に
挿
入
し
た
い
と
考
へ
た
。
し
・
か
し
此
等
０
寫
員
、
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就
中
東
蒙
古
、
江
南
旅
行
の
分
は
北
京
近
傍
０
も
の
と
共
に
未

整
理
の
ま
χ
で
あ
っ
た
。
そ
れ
で
そ
の
判
定
と
整
理
に
は
人
を

も
煩
は
し
少
か
ら
す
手
間
取
づ
た
次
第
で
あ
る
。
と
も
か
く
一

庶
の
整
理
を
終
へ
て
複
製
０
段
取
’
り
に
な
っ
た
の
で
あ
る
が
い

何
分
三
十
数
年
前
の
も
の
で
あ
る
か
ら
寫
具
師
、
製
版
師
は
相

常
に
辛
酸
を
１
　
め
た
や
う
で
あ
る
。
更
に
讃
者
の
便
宜
を
計
っ

て
旅
行
路
圖
を
添
附
す
る
こ
と
を
企
て
た
が
、
支
那
鴎
地
は
と

も
か
く
と
し
て
東
蒙
古
族
行
圖
で
は
地
名
の
比
定
に
疑
問
匙
生

じ
決
定
す
る
ま
で
に
は
少
か
ら
す
時
日
を
費
し
た
。
あ
れ
こ
れ

の
事
情
で
徒
ら
に
巡
延
を
重
ね
、
殆
ど
満
二
個
年
を
要
し
た
結

果
に
な
っ
た
。
こ
の
三
月
編
者
の
手
を
離
れ
、
六
月
に
至
っ
て

成
書
を
見
た
の
で
あ
る
。

　

告
史
遊
記
と
い
ふ
名
は
狩
野
君
山
先
生
が
鳶
附
け
に
な
っ
た

の
ご

う
。
ま
た
こ
の
度
の
纂
修
に
常
り
雍
慄
二
州
族
行
記
を
長
安
の

旅
、
山
東
河
南
地
方
遊
歴
報
告
書
を
山
東
河
南
僻
記
、
東
蒙
古

旅
行
報
告
書
を
東
蒙
古
紀
行
と
改
題
し
た
。
‐
江
南
旅
行
に
つ
い

て
は
報
告
書
を
呈
出
芯
れ
な
か
っ
た
ら
し
く
、
日
記
な
ど
も
頗

る
訣
略
が
多
い
の
で
、
た
ゞ
燕
塵
誌
に
掲
載
さ
れ
た
南
京
よ
り

の
書
信
を
款
め
る
に
と
■
^
i
Q
た
。
北
京
並
び
に
そ
の
近
傍
の
史

蹟
も
詳
し
く
探
尋
さ
れ
た
。
ら
し
い
が
、
記
文
と
し
て
は
た
ゞ
燕

塵
と
赫
文
と
に
観
耕
豪
な
る
一
文
が
載
せ
ら
れ
て
ゐ
る
の
み
で

あ
る
。
之
も
考
史
遊
記
に
収
め
て
お
い
た
。
北
京
、
明
十
三
陵
、

西
陵
の
寫
武
も
数
多
く
撮
影
さ
れ
て
ゐ
る
が
遊
記
の
庶
す
る
も

ｏ
が
な
い
の
で
収
録
を
割
愛
し
た
。
江
南
各
地
の
’
史
蹟
風
物
に

つ
い
て
も
親
し
く
撮
影
さ
れ
て
ゐ
る
が
、
十
数
薬
を
収
録
し
た

に
過
ぎ
な
い
。

　

こ
の
度
考
史
遊
記
が
出
版
さ
れ
る
’
に
営
り
、
先
生
と
夫
々
東

蒙
古
、
洛
陽
長
安
旅
行
を
同
じ
く
さ
れ
た
矢
野
、
宇
野
雨
博
士

か
ら
は
真
情
の
溢
れ
た
序
文
を
寄
せ
ら
れ
た
。
こ
ｏ
書
を
讃
む

人
に
貴
い
指
針
と
も
た
る
も
の
で
あ
ら
う
。
更
に
宇
野
博
士
の

長
安
紀
行
は
大
正
の
初
年
に
刊
行
さ
れ
た
支
那
文
明
記
中
に
収

め
ら
れ
て
ゐ
る
が
、
先
生
の
長
安
の
族
と
併
讃
す
れ
ば
互
に
疏

謐
す
る
所
あ
っ
て
興
趣
深
い
。
ま
た
先
生
が
弘
法
大
師
降
誕
會

で
講
演
さ
れ
た
「
大
師
の
入
唐
」
（
東
洋
史
説
苑
所
収
）
は
、
そ

６
緒
言
に

　

私
は
支
那
へ
旛
二
年
間
留
學
い
た
し
た
。
丁
度
大
師
も
二
年

　

間
唐
に
留
學
さ
れ
て
ゐ
る
。
。
大
師
が
一
年
餓
り
滞
在
に
な
っ

　

た
長
安
に
は
私
も
牛
月
鯨
り
１
　
留
い
た
し
た
。
大
師
が
循
１
　

　

か
ら
１
　
安
へ
、
長
安
か
ら
浙
江
へ
往
復
さ
れ
禿
そ
０
道
筋
の
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牛
は
千
百
年
後
に
私
。
も
親
し
く
通
過
し
。
た
所
で
あ
る
。
こ
の

　

縁
故
に
よ
り
大
師
０
入
唐
０
時
そ
の
往
復
に
如
何
な
る
道
筋

　

を
と
ら
れ
た
で
あ
ら
う
鍬
。
そ
の
旅
行
は
如
何
に
困
難
で
あ

　

っ
売
で
あ
ら
う
鰍
。
常
時
０
長
安
は
如
何
な
る
蔀
態
で
あ
っ

　

た
で
あ
ら
ソ
献
・
。
大
師
は
長
安
で
如
何
な
る
行
動
を
さ
れ
た

　

で
あ
ら
う
献
と
い
ふ
風
の
問
題
を
富
時
０
記
録
と
私
自
身
の

　

膿
験
と
を
土
豪
と
し
て
御
話
し
申
し
た
い
。

と
あ
る
如
く
支
那
各
地
を
旅
行
さ
・
れ
た
値
験
を
以
て
活
寫
さ
れ

て
ゐ
る
だ
け
に
、
ま
た
却
っ
て
本
遊
記
の
脚
注
と
も
す
る
こ
と

が
で
ぎ
・
る
譚
で
あ
名
。
本
遊
記
に
寄
せ
ら
れ
た
宇
野
博
士
の
序

文
に
見
ゆ
る
馬
車
顛
覆
事
件
な
ど
も
「
大
師
の
入
唐
」
に
は
眼

前
化
努
鷲
せ
し
め
る
や
う
に
記
さ
れ
て
ゐ
る
。
木
遊
記
を
讃
む

人
は
ぜ
ひ
こ
の
一
文
を
參
看
せ
ら
れ
た
い
。

　

考
史
遊
記
０
出
版
に
閣
呉
し
良
縁
故
に
よ
っ
て
、
日
比
野
編

　
　

ｄ

　

ｌ

　
　

Ｉ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

／
‘

修
か
ら
こ
の
書
の
紹
介
を
求
葡
ら
れ
た
の
で
あ
る
が
、
詳
し
く

は
本
書
を
見
ら
れ
ｘ
ば
よ
い
の
で
あ
る
か
ら
、
た
ヱ

を
記
し
て
責
を
塞
い
だ
次
第
で
あ
る
。
賓
は
い
ろ
ん
な
意
味
で

こ
０
奮
の
出
版
は
私
に
と
っ
て
荷
が
勝
過
ぎ
て
ゐ
た
。
ま
づ
恩

師
の
著
作
で
あ
る
こ
と
ｙ
編
輯
校
正
に
種
汐
障
凝
が
あ
っ
た
こ

と
、
そ
れ
に
書
物
作
り
轜
初
め
て
の
経
験
で
Ｉ
あ
’
つ
た
こ
と
な
ど

で
あ
る
。
。
や
っ
と
出
版
を
見
る
に
’
至
り
、
今
は
重
荷
を
卸
し
て

ポ
ッ
ト
し
た
所
で
、
念
入
り
に
紹
介
も
で
き
か
ね
て
ゐ
。
る
。
他

日
機
を
得
て
考
史
遊
記
の
注
解
で
も
か
け
れ
ば
よ
い
と
思
っ
て

ゐ
る
。

昭
和
十
七
年
六
月

　
　

弘

　

文

本
文
ご
Ｉ
喰
索
引
三
四
頁

堂

　

登

　

行

圖
版
二
七
一

Ｂ
５
判

挿
圖
四
三
ト

　
　
　
　
　
　

巴

　

林

　

と

　

庶

　

昌

　
　

‐

　

’
須
佐
嘉
橘
氏
が
昭
和
十
三
年
東
蒙
古
の
各
地
を
逼
歴
し
て
そ
の
見
聞

を
新
京
日
々
新
聞
に
建
載
さ
れ
て
ゐ
る
が
、
そ
れ
に
よ
る
と
桑
原
、
矢

野
雨
博
士
が
踏
査
さ
れ
て
よ
り
三
十
年
間
に
於
け
る
こ
れ
～
の
地
の
史
』

蹟
が
如
何
に
受
遷
し
た
か
'
Ａ
知
り
得
ら
れ
て
興
味
深
い
。
須
佐
氏
は
か

つ
て
拉
林
河
畔
に
於
て
得
勝
陀
碑
を
疲
見
せ
ら
れ
た
東
洋
史
學
界
の
恩

人
で
あ
る
。
得
勝
陀
碑
は
、
’
桑
原
博
士
の
登
見
せ
ら
れ
仁
宴
奎
國
書
碑

や
「
考
史
游
記
」
に
詳
述
き
れ
て
ゐ
る
郎
君
行
記
碑
と
共
に
女
認
語
研

究
の
貴
重
な
資
料
で
あ
る
こ
と
は
周
知
の
事
’
で
あ
ら
う
。
さ
て
須
佐
氏

の
見
聞
録
「
元
の
史
蹟
を
訪
ね
て
」
に
よ
る
と
巴
林
の
石
橋
に
立
て
て

あ
っ
た
蒙
古
文
の
碑
が
昭
和
十
二
年
草
の
大
水
の
た
め
に
流
さ
れ
た
ら

し
く
、
須
佐
氏
が
こ
の
地
を
訪
ね
仁
時
に
は
熱
河
土
木
局
の
人
の
手
に

よ
っ
て
こ
の
碑
が
救
出
さ
れ
て
を
り
、
須
佐
氏
は
之
を
詳
し
く
紹
介
さ

れ
て
ゐ
る
。
。
こ
の
碑
は
恐
ら
く
「
考
史
併
記
」
に

　

’
巴
林
胤
北
一
二
籐
の
間
に
碑
亭
あ
り
。
゛
成
鬘
ハ
卑
建
っ
る
所
の
。
漢
文
及
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